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【科目】数理経済学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・学年共通
【担当教員】

山森 哲雄

【授業目標・教育方針】
ゲーム理論の基本的な概念と分析手法を学習し、さまざまな具体例に応用することで戦略的な思考法を身につける。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
ゲーム理論とは、２人以上の意思決定主体が織り成す戦略的な状況を数理的に分析する学問である。相手の出方を読
みながら自分の行動を熟考するという戦略的な状況は社会における人間活動全般に見られることから、経済学をはじ
め政治学、法学など多くの社会科学でゲーム理論が応用されている。この講義では、経済学における応用例を題材に
ゲーム理論の基本的な概念と分析手法について解説する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書は指定しない。参考書として、
デビット・Ｍ・クレプス『ゲーム理論と経済学』東洋経済新報社
を挙げる。その他、授業中に適宜紹介する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式で行う。授業中に小テストを実施する。

【成績評価方法】
［後期］期末試験：80%，その他：宿題・小テスト　20％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：数理経済学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 イントロダクション ゲーム理論とは？
2 回 戦略型ゲーム 戦略的な状況を戦略型ゲームによって表現することを

学ぶ。
3 回　 戦略型ゲームを解く 「支配される戦略の逐次消去」や「ナッシュ均衡」な

どの解概念を学ぶ。
4 回 純粋戦略と混合戦略 ナッシュ均衡の存在を証明する。
5 回 戦略型ゲームの応用 ベルトランの価格競争モデル

クールノーの数量競争モデル
ホテリングの立地モデル

6 回 展開型ゲーム 戦略的な状況を展開型ゲームによって表現することを
学ぶ。

7 回 展開型ゲームを解く 展開型ゲームの代表的な解概念である「部分ゲーム完
全均衡」を学ぶ。

8 回 展開型ゲームの応用 シュタッケルベルク競争
交渉問題

9 回 繰り返しゲーム フォーク定理を証明する。
10 回 繰り返しゲームの応用 企業間の結託

談合とカルテル
11 回 不完備情報ゲーム 「情報」という概念をゲームに導入する。
12 回 不完備情報ゲームを解く 完全ベイズ均衡について学ぶ。
13 回 不完備情報ゲームの応用 (1) 就職市場の分析（シグナリングゲーム）
14 回 不完備情報ゲームの応用 (2) プリンシパル = エージェント問題
15 回 定期試験 定期試験
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